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日
本
一
の
河
岸
段
丘
を
利
用
し
た
花
火
大
会

「
河
岸
段
丘
花
火
」。
た
っ
た
33
秒
に
す
べ
て

を
か
け
る
こ
の
花
火
大
会
は
、
住
民
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
花
火
大
会
で
す
。
こ
の
花
火

大
会
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
を
ほ
ん

の
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

大
き
な
花
火
は
な
い
け
れ
ど

あ
え
て
言
お
う
、日
本
一
の
花
火
大
会
だ
と
。

あ
え
て
言
お
う

日
本
一
だ
と
。

　

河
岸
段
丘
花
火
は
、
津
南
町
が
誇
る
日
本

一
の
河
岸
段
丘
全
９
段
の
う
ち
、
７
段
、
全

長
約
９
㎞
を
使
っ
て
、
い
っ
せ
い
に
花
火
を

打
ち
上
げ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

ま
た
全
長
や
面
積
の
壮
大
さ
の
一
方
で
、

約
33
秒
で
終
了
す
る
と
い
う
、
日
本
一
短
く

は
か
な
い
花
火
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
６
年
前
に
、
大
地
の

芸
術
祭
に
も
参
加
し
て
い
る
景
山
健
さ
ん
の

発
案
で
有
志
が
集
ま
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
有
志
グ
ル
ー
プ
Ｗわａ
が
引

き
継
ぎ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
の

力
を
借
り
て
、
行
政
の
支
援
を
得
ず
に
、
実

行
委
員
会
形
式
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
虎
の
尾
」
と
呼
ば
れ
る
花
火
一
本

一
本
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
打
ち

上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
花
火
大
会

で
は
、
電
気
着
火
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
限
っ
て
の
特
別
措
置

で
、
昔
な
が
ら
の
着
火
方
式
を
採
用
し
て
い

全
長
・
面
積
・
短
さ
？
日
本
一

河
岸
段
丘
花
火
ヒ
ス
ト
リ
ー

予
算
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

ま
さ
か
!!
打
ち
上
げ
ま
で

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

当
日
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
は
、「
虎
の

尾
」
と
い
う
、
地
上
か
ら
真
上
に
ま
っ
す
ぐ

に
吹
き
上
が
る
タ
イ
プ
の
も
の
と
、
最
後
に

上
が
る
尺
玉
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

午
後
７
時
の
時
報
を
合
図
に
、
十
日
町
市

側
の
山
か
ら
順
番
に
72
発
が
打
ち
上
が
り
、

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
の
尺
玉

が
打
ち
上
が
る
と
終
了
で
す
。

ま
す
。
こ
の
河
岸
段
丘
花
火
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た
、
信
濃
川
花
火
な
ど
を
通
し
て
、

新
潟
県
全
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
て
い
る

証
で
も
あ
り
ま
す
。
見
る
だ
け
で
な
く
、
打

ち
上
げ
か
ら
参
加
で
き
る
花
火
大
会
は
、
ほ

か
に
類
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
花
火
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
込
め
て
協
賛
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
予
算
ゼ
ロ

か
ら
は
じ
ま
り
、
協
賛
金
集
め
、
ス
タ
ッ
フ

集
め
、
運
営
準
備
ま
で
、
全
て
住
民
主
体
の

手
作
り
に
よ
る
花
火
大
会
は
完
成
し
ま
す
。

↑たくさんのスタッフをまとめる実行委員会。町内のさまざま

なイベントを影に日向に盛り上げている。

平成 23年 11 月 5日
尺玉が過去最高の３発になるも、当日は、雨。
自然と共に歩む花火大会である。火焔太鼓がメ
イン会場を盛り上げる。

平成 22年 10 月 23 日
昨年の課題を受け、町の灯りを消す「まっくらけ
作戦」も同時展開。温暖化防止にも貢献？薄明り
の月夜で、雰囲気は過去最高との声も。

平成 21年 10 月 17 日
ラストの尺玉を２発にし迫力倍増となった５回
目。河川敷グラウンドのライトが点いているな
ど、街の灯りが課題に。

平成 18年 10 月 28 日
大地の芸術祭作家：景山健さんと仲間たち
で、１回目を開催。千人の観客を魅了した。
そして、その短さにも驚きの声が。

平成 19年 11 月 18 日
景山さんから、花火大会の運営が住民にたく
され、地元有志グループWaが主催となって
実行委員会を結成。「日本一長く、日本一短い
花火」をキャッチコピーとする。待望の２回
目は、なんと初雪に見舞われてしまった。

平成 20年 10 月 25 日
昨年の雪

・

辱をはたすべくのぞんだ３回目。
見事成功し、多くのカメラマンがその姿を
写真に収めた。テレビ朝日ナニコレ珍百景
の取材があるも、なぜかお蔵入り。

↑仕事終わりに集まり、打ち合わせを重ねる実

行委員会メンバー。

マウンテンパーク津南 展望台付近からの眺め

約９㎞

日本一長くて短い花火　河岸段丘花火
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楽
し
い
か
ら
遊
び
な
ん
だ
。

　
　

遊
び
だ
か
ら
、楽
し
め
る
。

続
け
る
こ
と
で

い
ろ
ん
な
世
代
の

記
憶
に
残
る
花
火
大
会
。

な
ん
か
素
敵
じ
ゃ
な
い
？

主
催
者
も
、
打
ち
上
げ
参
加
者
も
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

み
ん
な
で
作
る
花
火
大
会
だ
か
ら
、
や
ら
さ
せ
て
る
ヤ
ツ

な
ん
て
一
人
も
い
な
い
。
講
習
会
も
、
打
ち
上
げ
ま
で
の

待
ち
時
間
も
み
ん
な
通
し
て
ひ
と
つ
の
遊
び
。
楽
し
い
気

持
ち
が
、
人
を
惹ひ

き
寄
せ
る
。

打ち上げ前はハロウィンパーティー？

津南で楽しいことやってるみたい

番外編「おれは見たんだ !!」

　仲のいい友人と打ち上げに参加した関口絵美さんた
ち。打ち上げ前の待ち時間を利用してみんなで仮装しハ
ロウィンパーティーを行っていました。１分にも満たな
い打ち上げ時間の何十倍も寒空で待っている打ち上げス
タッフですが、みんなそれぞれ、待ち時間も楽しんでい
たようです。

　夏に開催したひまわりウェディングが縁で知り合った
専門学生の反町さんと大野さんが、新潟市から打ち上げ
スタッフとして参加してくれました。「河岸段丘花火は、
見るのも上げるのもはじめてですが、津南が気に入って
いて、今回はぜひ参加してみたかったんです。」と意気
込みを語ってくれました。

↑左から順にWaの福原吉重さん、専門学校生の反町美佳さん、大野理紗
さん、ひまわりウェディングをサポートしたまちづくり応援隊の滝沢了さん。

↑Ｗａ代表　福原章
しょう

子
こ

さん（外丸）
　世代を超えたコミュニケーションを育もうと設立された住民グル―プ「Ｗ

わ

ａ」代表。仕事も性格もさまざまなメンバーを上手にまとめる「やさし
さ」が持ち味。

↑打ち上げ参加者は、花火師による講習会を受けます。
講習会では、注意事項の説明のほかに、実際に導火線に点火する実技も
行います。はじめての本格的な花火の導火線にみんなドキドキ!!
講習会が終わったら、事前にプロの花火師が設置した花火が置かれる発
射地点で打ち上げ時間まで待機します。
打ち上げまで約４時間の拘束。楽しみ方は人それぞれ。

待ち時間に遠くから、オレンジ色の光が近づいてきたんだ。危険だから近づかないように注意しようと思ったら、その光がすっと消えちゃっ
たんだよね。あとでその場所を調べてけど、誰もいないし何もなかったんだ。でも確かにおれは見たんだ !!

　

ｗ
ａ
の
代
表
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
当
時
、

仕
事
を
辞
め
た
と
こ
ろ
に「
代
表
と
し
て
。名

前
だ
け
貸
し
て
く
れ
」
っ
て
頼
ま
れ
た
そ
れ

だ
け
な
ん
で
す
。（
笑
）そ
し
て
第
３
回
の
河
岸

段
丘
花
火
か
ら
代
表
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

河
岸
段
丘
花
火
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
心
メ
ン

バ
ー
は
Ｗ
ａ
で
す
け
ど
、Ｗ
ａ
の
メ
ン
バ
ー
っ

て
何
人
で
す
か
？
と
聞
か
れ
て
も
、た
く
さ
ん

の
人
に
入
れ
替
わ
り
で
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で「
何
人
で
す
」と
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
職
業
は
電
気
工
・
大
工
・
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
主
婦
だ
っ
た
り
ほ
ん
と

い
ろ
い
ろ
な
ん
で
す
。
で
も
、
そ
の
道
の
プ

ロ
な
の
で
得
意
な
分
野
を
ま
か
せ
る
と
、
プ

ロ
並
み
の
仕
事
で
か
え
っ
て
く
る
ん
で
す
。

だ
っ
て
プ
ロ
で
す
か
ら
（
笑
）
み
ん
な
本
職

が
あ
っ
て
忙
し
い
な
か
で
時
間
を
み
つ
け
て

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に
は
、
ほ
ん
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲

で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、
全
員
集
ま
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら

ほ
ん
と
に
何
人
い
る
こ
と
や
ら
。

　

毎
年
、
協
賛
依
頼
か
ら
は
じ
ま
っ
て
事
前

準
備
と
か
た
い
へ
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
の
も
、
こ
の
花

火
の
魅
力
で
す
。
若
者
か
ら
年
配
の
か
た
ま

で
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
こ
れ
か
ら
も

た
い
せ
つ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

河
岸
段
丘
花
火
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
し
て
い
る
の
で
、
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
仲

間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ

　
　

Ｗ
ａ
代
表
番
号

　
　

℡
０
８
０
―

９
４
５
６
―

０
１
２
８

　
　

http://w
eb-w

a.jp

　

河
岸
段
丘
花
火
の
魅
力
は
、
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？
壮
大
さ
？
迫
力
？
儚

は
か
な

さ
？

　

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
花
火
大
会
に
魅
力

ス
タ
ッ
フ
数
不
明
？
の
プ
ロ
集
団

人
と
の
つ
な
が
り
を
た
い
せ
つ
に

こ
の
花
火
の
魅
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、私
は
、「
続
け

て
い
る
こ
と
」に
あ
る
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。

　

今
年
Ｗ
ａ
に
仲
間
入
り
し
て
く
れ
た
21
歳

の
女
の
子
が
、中
学
生
の
と
き
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
こ
の
河
岸
段
丘
花
火
を

見
た
っ
て
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、「
続
け
て
れ
ば
、こ
う
や
っ

て
み
ん
な
の
記
憶
に
残
っ
て
思
い
出
に
な
っ
て

い
く
ん
だ
。」
っ
て
思
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、今

後
も
、規
模
は
小
さ
く
な
っ
て
も「
続
け
て
い

こ
う
」
っ
て
み
ん
な
で
話
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
花
火
大
会
が
ひ
と
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も

素
敵
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ド
ォ
ー
ン

日本一長くて短い花火　河岸段丘花火
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 紅葉の街にクラシックカー大集合
— 10/20 La Festa Autunno 2012（ラ・フェスタアウトゥンノ） —

 津南町防犯協会が表彰されました。
— 関東防犯協会連絡協議会特別功労賞受賞 —

 磨きに磨いた芸を披露
— 11/3  津南芸能フェスティバル —

 文字に込められた意味とは？
— 11/8  古代文字教室 —

 福祉活動に役立てます。
— 日本生命津南営業所から車いすの寄贈 —

 津南の風景が切手になりました。
— オリジナルフレーム切手「津南だより」贈呈式 —

 これからも　はばたけ津南小
— 10/28  津南小学校創立30周年記念式典 —

 ご馳走くれないと、いたずらするよ
— 10/31　Tap英語で遊ぼう ハロウィンパーティー —

　昨年から震災の影響で東北から関東へコース変更して
開催されるようになったクラシックカーの祭典ラ・フェ
スタアウトゥンノ。今年もたくさんのクラシックカーが
津南町を通過しました。
　クラシックカーが通過する市町村では、それぞれ
チェックポイントを設け、出迎えや特産品でもてなしを
行っています。津南町では、物産館をチェックポイント
にして観光キャラクター「つなっぺ」が出迎えました。
　珍しいクラシックカーと共にお客さんに人気なのが有
名人ドライバーです。今年は、堺正章さんや片山右京さ
んが通過し見物客からの声援をうけていました。

　津南町防犯協会が、日ごろの防犯活動を評価され特別功
労賞を受賞しました。同協会は、今年度活動で振り込め詐
欺の防止啓発を重点的に行っています。

　健康まつりと同時開催された津南芸能フェスティバルに
15 団体が出場しました。
　ダンスや太鼓、合唱のほか、今年は、地域の伝統芸能で
ある「赤沢神楽」も披露されました。伝統芸を新たに引き
継いだ若手による演目が披露されると会場は拍手でつつま
れました。

　町内の小学 4 年生を対象とした古代文字教室が開催され
押付出身の硝子工芸家：村山朝

ともひで

偉さんが講師となり、古代
文字の歴史と説明を行いました。
　現在使用している文字と形の違う古代文字に隠された意
味を子どもたちは興味深く聞き入り、書写することで古代
文字を身近に感じることができました。

　日本生命津南営業所では、毎年チャリティバザーを行い、
その収益金から車いすの寄贈を行っています。今年も車い
す 1 台をいただきました。ありがとうございます。

　津南の景色 10 点を切手にしたオリジナルフレーム切手
の発売を記念して町への贈呈式が行われました。1 シート
1200 円で魚沼管内で販売されます。

　津南小学校が創立 30 周年をむかえました。記念式典で
は、卒業生の樋口マキさん、つなん合唱隊のミニコンサー
トのほか、涌井みちるさんの空中バレエが披露されました。

　Ｔａｐ主催によるハロウィンが行われ仮装をした子ども
たちが、町内を歩いてまわりました。仮装した大勢の子ど
もたちがとてもかわいらしかったです。

↑物産館のチェックポイントを通過するクラシックカー

堺正章さんがドライブするマセラッティ２００ＳＩ

↑ 受賞者の皆さん。写真下段右が田中武雄会長

↑ 息のあった動きで観客を魅了した演目「獅子舞」

↑巨大な古代文字をいっきに書き上げる村山さん

↑寄贈された車いすと職員の皆さん。

↑フレーム切手を囲む日本郵便の皆さん

↑ 全校児童（296名）による校歌斉唱

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載精

神
保
健
相
談

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
受
賞
者
決
ま
る
！

食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る

「
メ
タ
ボ
予
防
教
室
」

つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

坂
東
流
舞
踊

第
五
回
寿
々
の
会
発
表
会
の
ご
案
内

臨
時
職
員（
調
理
員
）の
募
集

認
知
症
介
護
者
の
集
い

　
　
さ
く
ら
会
の
お
知
ら
せ

特
定
不
妊
治
療
費
用

　
　
　
　
　
　
　
助
成
事
業

　

最
近
、急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、不
安
で
落
ち

着
か
な
い
、夜
眠
れ
な
い
、人
に
会
う
の
が
お
っ

く
う
だ
、家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、毎
日
の

生
活
の
中
で
の
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か
た
、お

よ
び
御
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
時
間
指
定
・
定
員
あ
り

■
相
談
日
時

　

12
月
７
日
㈮

　

午
後
３
時
〜
４
時

■
場
所　

津
南
町
役
場

■
相
談
医
師

　

中
条
第
二
病
院　

有
田　

正
知
医
師

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
、重
要
性
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、小
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
授
業
や
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
学
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、中
学
生
の
作
文
と
し
て
応
募
さ

れ
た
な
か
か
ら
、優
秀
な
作
品
を
表
彰
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、賞
状
等
は
来
月
に
学
校
を
通
じ
て
お

届
け
し
ま
す
。

十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞　
　

佐
々
木
舞
衣
さ
ん（
中
等
３
年
）

津
南
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

　

最
優
秀
賞　

引
間
麻
彩
さ
ん（
中
等
３
年
）　

　

優
秀
賞　
　

斎
木
花
称
子
さ
ん（
中
等
３
年
）

　
　

〃　
　
　

風
巻
朝
陽
さ
ん（
中
等
３
年
）

　
　

〃　
　
　

石
澤
ほ
た
か
さ
ん（
中
等
３
年
）

■
お
問
合
せ

　

津
南
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）は
、内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
人
が
脂
質
異
常

症
、高
血
圧
、糖
尿
病
と
い
っ
た
危
険
因
子
を
２
つ

以
上
併
せ
持
つ
病
態
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
は

軽
く
て
も
動
脈
硬
化
が
急
激
に
進
み
、心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
病
気

を
引
き
起
こ
し
、生
活
機
能
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、生
活
習
慣
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
見

直
し
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の

た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、改
善
す
る

き
っ
か
け
作
り
と
な
る
よ
う
、身
近
な
食
生
活

改
善
推
進
委
員
が
分
か
り
や
す
く
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
（
受
付　

午
前
８
時
45
分
〜
）

■
会
場　

津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
か
た
30
名
程
度

■
内
容

　

生
活
習
慣
改
善
や
食
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
に
関
す
る
講
話
や
調
理
実
習
な
ど
楽
し
く

受
講
で
き
ま
す
。ま
た
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
の

チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
味
噌
汁

（
よ
く
か
き
混
ぜ
て
汁
の
み
50
㏄
程
度
）

■
申
込
締
切　

12
月
７
日
㈮

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
か
た
を
対
象
に

「
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

12
月
４
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す
。そ
れ

に
と
も
な
い
、人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務

局
で
は
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。な

お
、相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◎
12
月
４
日
㈫
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

（
会
場
）

・
十
日
町
合
同
庁
舎
１
階

・
中
条
公
民
館

・
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
12
月
５
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

（
会
場
）

・
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

師
走
の
ひ
と
時
、皆
さ
ま
の
御
観
覧
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

　
（
開
場
：
正
午
）

■
会
場

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■
入
場
料

　

無
料

※
な
お
、津
南
町
育
英
資
金
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
と

し
て
、受
付
に
募
金
箱
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し

た
の
で
、御
芳
志
を
賜
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

■
そ
の
他

　

主
催
：
寿
々
の
会

　

後
援
：
津
南
町
教
育
委
員
会

■
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

調
理
員　

１
名

■
雇
用
期
間

　

平
成
25
年
１
月
１
日
〜
３
月
31
日

　
（
３
カ
月
間
）

■
雇
用
条
件

・
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

　
（
１
時
間
程
度
の
シ
フ
ト
勤
務
あ
り
）

・
給
与　
　
　

１
４
２
，
８
０
０
円
／
月
額

・
通
勤
手
当　

２
㎞
以
上
有

■
勤
務
場
所

　

認
知
症
の
か
た
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
と
し
た
集
い（
さ
く
ら
会
）を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
会
は
日
常
の
困
っ
て
い
る
こ
と
、工
夫
し

て
い
る
こ
と
な
ど
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
家
族

の
負
担
を
軽
減
し
、介
護
疲
れ
の
解
消
と
介
護

者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た
、身
内
で
対
応

を
し
て
い
る
か
た
は
ど
う
ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

津
南
町
で
は
特
定
不
妊
治
療
を
行
う
か
た
に

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
回
数

　

１
年
度
に
つ
き
、
初
年
度
は
３
回
、
次
年
度

以
降
は
２
回
ま
で
通
算
５
年
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

■
助
成
額

　

全
額
助
成（
入
院
費
、食
事
代
、文
書
料
及
び

消
費
税
は
対
象
外
）

■
申
請
手
続
き

　

治
療
終
了
後
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

　

新
潟
県
が
実
施
す
る
不
妊
に
悩
む
か
た
へ
の

特
別
支
援
事
業
と
併
用
も
可
能
で
す
。併
用
す

る
場
合
は
県
の
助
成
事
業
を
優
先
し
、県
の
助

成
額
を
控
除
し
た
額
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た
や
、身
内
で
対

応
を
し
て
い
る
か
た
、関
心
の
あ
る
か
た
は
ど
う

ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
１
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
『
介
護
者
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
』

・
介
護
者
の
た
め
の
体
操

・
座
談
会

■
申
込
締
切　

11
月
30
日
㈮

■
そ
の
他

・
希
望
者
に
は
送
迎
を
行
い
ま
す
の
で
申
込
の

際
、
申
出
く
だ
さ
い
。

・
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
み
さ
と
苑 

℡
７
６
５
‐
３
４
０
０

・
福
祉
保
健
課 

保
険
班 

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

備えよう、社員の万一に。
労働保険

　アルバイトを含む労働者
を１人でも雇っている事業
主は労働保険（労災保険・雇
用保険）に加入しなければな
りません。
　労働保険は、労災保険・雇
用保険の各種給付金のほか、
雇用の安定のために事業主
に支給される助成金などの
各種支援制度も設けられて
おり、労働者はもとより事業
主のためにも欠くことがで
きない制度です。
　まだ労働保険の加入手続
きを行っていない事業主は、
管轄の労働基準監督署また
は、ハローワークで加入手続
きをお願いします。

■お問い合わせ
　・十日町労働基準監督署
　　℡ 752 ‐ 2079
　・ハローワーク十日町
　　℡ 757 ‐ 2407

■
場
所

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

和
室

■
内
容

　

話
し
合
い

■
申
込
締
切

　

12
月
10
日
㈪

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格

　

満
60
歳
に
満
た
な
い
者

■
採
用
方
法
・
面
接
期
日

　

書
類
審
査
及
び
面
接

　

面
接
は
、12
月
中
旬
に
実
施
予
定
。

■
申
込
期
限

　

12
月
１
日
〜
15
日
ま
で

■
申
込
場
所

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班（
役
場
庁
舎
２
階
）

■
手
続
き
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
所
要
事
項
を
記
入
押
印
し
、

写
真（
４
㎝
×
３
㎝
※
６
カ
月
以
内
に
撮
影
）を

添
付
し
て
提
出
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
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ー
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従
業
員

事
業
主

市
町
村

④個人住民税の給与天引き

③税額通知書の配布
（５月 31日まで）

（６月から翌年５月まで毎月の給与支払日）

⑤個人住民税の納入

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知
（５月中旬）

（翌月 10日まで）
※納期の特例の制度あり

（１月 31日まで）

（５月 31日まで）

（６月から翌年５月まで毎月の給与支払日）

（５月中旬）

（翌月 10日まで）
※納期の特例の制度あり

（１月 31日まで）

個人住民税は給与天引き（特別徴収）で納めましょう。
新潟県と県内市町村では、個人住民税の給与天引き（特別徴収）を、対象事業主の全てから平成26
年度までに実施していただくための準備を進めています。

事業主や給与所得者の皆様から制度についてご理解いただきご協力をお願いいたします。なお、事業主の皆様には、あらた
めて事務の流れなどを記載した説明資料を送付します。くわしくは町ホームページをご覧いただくか、つぎのところまでお
問い合わせください。■津南町役場　税務町民課　税務班　℡：025-765-3113

個人住民税の特別徴収って何？Q1

どうしても特別徴収をしなくちゃいけないの？Q2

従業員にとってメリットはあるの？Q3

事業主にとっては手間が増えるだけだ！Q4

事業主が毎月従業員に支払う給与から本人の個人住民税を天
引きして、市町村に納めていただく制度です。A1

以前から地方税法などの規定により、所得税の源泉徴収義務
のある事業主は、従業員の個人住民税を給与天引き（特別徴
収）することが義務付けられていました。

毎月のお給料から年12回に分けて天引きされる
ことで、今まで年4回に分けて金融機関に直接出
向いて納税していた手間が省けます。

確かにご負担をおかけしますが、毎月の給与天引き額は市町
村が計算し、お知らせします。所得税のように事業主が税額
を計算したり、年末調整をしていただく必要はありません。

A2

A3

A4

す
っ
て
ん
　
こ
ろ
り
ん
　
ガ
ァ
～
ン

外
来
副
師
長
　
津
端 

い
り
子

　
朝
晩
め
っ
き
り
冷
え
込
む
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
転
倒

時
の
頭
部
外
傷
で
す
。
こ
こ
で
簡
単
に
説
明
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

■
受
傷
か
ら
１
日
（
ご
年
配
の
か
た
は
３
日
）
く

ら
い
ま
で
の
注
意

　
頭
を
強
く
ぶ
つ
け
る
と
、
頭
蓋
骨
骨
折
、
脳
震

盪
、
頭
蓋
内
出
血
な
ど
危
険
な
状
態
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

①
嘔
吐
す
る(

吐
く)

②
け
い
れ
ん
を
起
こ
す

③
し
だ
い
に
ぼ
ん
や
り
し
て
、
声
を
か
け
な
い
と

す
ぐ
眠
っ
て
し
ま
う

④
手
足
の
力
が
入
り
に
く
い

⑤
鼻
血
が
続
い
た
り
、鼻
や
耳
か
ら
水
分
が
流
れ
出
る

⑥
物
が
二
重
に
見
え
る

⑦
頭
痛
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
る

　
以
上
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
場
合
、
重
症
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
６
時
間
以
内
は
、
症

状
の
経
過
に
注
意
し
、
疑
わ
し
い
場
合
す
ぐ
病
院

に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
受
傷
か
ら
半
年
く
ら
い
ま
で
の
注
意

　
頭
を
強
く
ぶ
つ
け
た
後
、３
週
間
か
ら
６
カ
月
く

ら
い
し
て
、ま
れ
に
慢
性
硬
膜
下
血
腫
と
い
う
頭
蓋

内
に
水
様
の
血
腫
が
た
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
過
中
、
①
頭
痛
　
②
嘔
吐
　
③
脱
力
感
、
ふ
ら

つ
き
（
片
麻
痺
） 

④
物
忘
れ
、
等
が
現
れ
、
次
第

に
悪
化
す
る
よ
う
な
ら
発
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
脳
外
科
外
来
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 26日	 正副議長各委員長研修会
	 29日	 定期監査（教育委員会）
	 31日	 湯沢町議会との意見交換会
〔11月〕
	 7日	 全員協議会
		 14日	 町村議長全国大会（東京）～15日		
	 16日	 平成25年度事業建策要望書提出）

＜今後の行事予定＞
〔11月〕
	 28日	 定期監査(福祉保健課)
	 29日	 県上部機関への要望書提出
〔12月〕
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 12日	 第4回津南町議会定例会開会～14日

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 4000日 藤ノ木キミ（堂平）
 3900日 桑原ミサオ（豊郷） 
 3600日 中村チエ子（堂平） 
 2900日 高橋美佐子（見玉）、涌井元實（宮野原） 
 1100日 村山善治（十二ノ木） 
 700日 大倉ワキ（小下里） 
 400日 若井栄一（穴山） 
 200日 井ノ川純平（正面）、藤ノ木今朝寿（太田新田） 
 100日 渡辺秀子（正面） 
主な運動：健骨体操・水中運動・ユニホッケー・スイミング・
  ウォーキングなど操、ユニホッケー、ストレッチなど。

健康体力づくり100日運動

国
民
年
金
の
各
種
手
続
き
や
ご

案
内
は
、
役
場
の
窓
口
で
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
年
金
の

請
求
や
加
入
履
歴
の
確
認
等
に
つ
い

て
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
年
金
事
務
所
が

遠
い
津
南
町
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
金

相
談
日
を
利
用
し
て
手
続
き
い
た
だ

け
ま
す
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

相
談
日
に
は
年
金
事
務
所
か
ら
専
門

の
相
談
員
が
ま
い
り
ま
す
。

【
津
南
町
相
談
日
】

　

毎
月
第
３
木
曜
日
に
役
場
３
階
で

行
っ
て
い
ま
す
。
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

を
30
分
ず
つ
の
予
約
制
で
区
切
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
広
報
無
線
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
電
話
で
予
約
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
相
談
日
の
前
週
末
ま
で

に
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
事
前

に
年
金
事
務
所
に
繋
ぎ
、
相
談
内
容

に
応
じ
た
情
報
を
準
備
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
相
談
日
に
は
◎
厚
生
年

金
請
求
・
遺
族
年
金
請
求
の
提
出
◎

若
い
こ
ろ
に
勤
め
た
会
社
が
あ
る
は

ず
だ
が
、
年
金
機
構
か
ら
届
い
た
加

入
履
歴
に
は
書
い
て
い
な
い
の
で
聞

い
て
み
た
い
、
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
話
が
で
き
ま
す
。

【
十
日
町
市
ク
ロ
ス
10
相
談
日
】

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
に
十
日

町
市
ク
ロ
ス
10
で
行
っ
て
い
ま
す
。

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
や
っ

て
お
り
、
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
は
津

南
町
の
相
談
日
と
同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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私
の
心
掛
け
て
い
る
事

風
巻
　
千
秋
さ
ん

車
社
会
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
現
在
。
日
々
心
掛
け

を
し
な
け
れ
ば
、
毎
日
生
活
す

る
中
で
数
百
歩
も
歩
い
て
い
な

い
気
が
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
我
が
家
で
は
、
長
男

の
保
育
園
の
送
り
迎
え
を
始
め
、

休
日
に
は
公
園
に
行
き
子
ど
も

た
ち
と
動
き
回
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
残
念
な
の
が
、
雨
が
降
っ
て
し
ま
う

と
室
内
で
体
を
思
い
っ
き
り
動
か
せ
る
所
が

な
い
の
と
、
近
く
に
総
合
遊
具
が
な
く
車
で

約
１
時
間
か
け
て
公
園
に
行
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

総
合
遊
具
の
あ
る
公
園
で
は
、
同
じ
年
頃

の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
当
り

前
の
よ
う
に
順
番
を
待
ち
、
交
替
す
る
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
て
い
て
、
イ
ヤ
イ
ヤ

期
の
我
が
子
も
、
す
ん
な
り
交
替

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
日
に
は
、子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
り
お
散
歩
を
し

た
り
と
我
が
家
の
２
歳
と
年
少
さ

ん
は
、随
分
た
く
ま
し
く
な
り
、ど

れ
く
ら
い
頑
張
れ
る
の
か
な
と
思

い
、11
㎞
歩
け
あ
る
け
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
の
で
す
が
長
男
は
弱
音
を
は

く
こ
と
な
く
歩
き
切
り
、次
男
は
途
中
お
ん

ぶ
に
な
り
な
が
ら
も
最
後
に
は
自
分
の
足
で

し
っ
か
り
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
足
で
し
っ
か
り
歩
く
!!

　

私
は
こ
れ
が
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
歩
い
て
い
る
と
人

に
出
会
い
、
挨
拶
を
交
わ
す
。
息
子
達
が
元

気
に
声
を
掛
け
る
と
、
周
り
の
人
達
も
笑
顔

で
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。

　

当
り
前
の
よ
う
な
事
も
す
ご
く
た
い
せ
つ

で
気
持
ち
が
良
い
こ
と
を
、
思
い
出
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
車
で
５
分
の
距
離
、
し
か

し
子
ど
も
た
ち
と
歩
く
と
30
分
。

　

時
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
歩
い

て
い
る
時
間
は
た
い
せ
つ
な
親
子
の
会
話
の

時
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歩
く

時
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

冬
は
感
染
性
胃
腸
炎
に

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

毎
年
、
12
月
〜
３
月
の
冬
期
間
は
細
菌
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

に
よ
る
、お
う
吐
、下
痢
を
主
症
状
と
し
た
「
感

染
性
胃
腸
炎
」
が
流
行
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
で

汚
染
し
た
「
食
品
か
ら
人
へ
の
感
染
」
だ
け
で

な
く
「
人
か
ら
人
」
に
も
感
染
す
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
は

発
症
し
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

◎
主
な
症
状

　

お
う
吐
・
下
痢
（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
は

白
っ
ぽ
い
下
痢
）・
腹
痛
・
発
熱

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
発
症
か
ら
１
〜
２
日
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
は
３
〜
７
日
で
症
状
は
軽
快
し
ま

す
。
し
か
し
、
症
状
が
治
ま
っ
て
も
２
〜
３
週

間
は
便
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
混
じ
っ
て
い
る
た

め
、
他
の
家
族
内
感
染
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
便
の
処
理
に
は
注
意
と
十
分
な
手
洗
い
が

必
要
で
す
。

◎
潜
伏
期

　

平
均
１
日
〜
３
日

◎
感
染
経
路

　

感
染
者
の
お
う
吐
物
や
、
下
痢
便
に
触
れ
た

手
に
よ
っ
て
口
に
運
ば
れ
感
染
し
ま
す

◎
家
庭
内
で
発
症
し
た
時
の
対
応

・
周
り
に
他
の
家
族
が
い
た
ら
、別
の
部
屋
に
移

動
し
て
も
ら
い
、お
う
吐
や
便
を
片
付
け
る

・
お
う
吐
や
便
を
片
付
け
る
時
に
、使
い
捨
て
の

マ
ス
ク
、手
袋
、ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル（
ボ
ロ
布
）、

家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤（
ハ
イ
タ
ー
、ブ
リ
ー

チ
）を
使
い
ま
す
。日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
発
症
は
、毎
年
、家
庭
内

で
二
次
感
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。お
う

吐
物
や
便
の
処
理
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
予
防
方
法

・
日
頃
か
ら
手
洗
い
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

外
か
ら
帰
っ
た
後
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の

後
は
、
石
鹸
を
使
っ
て
手
を
よ
く
洗
い
、
流
水

で
十
分
に
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
ト
イ
レ

の
後
や
、
オ
ム
ツ
の
処
理
後
は
念
入
り
な
手
洗

い
が
必
要
で
す
。

国

だ
よ
り

恐
ろ
し
い
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿

病
は
予
防
で
き
る
！

▼
放
っ
て
お
け
な
い
！
生
活
習
慣
病

　

発
症
す
れ
ば
、
高
い
死
亡
率
、
生
き
残
っ
て

も
寝
た
き
り
、
半
身
不
随
、
失
明
な
ど
を
引
き

起
こ
す
、
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど

の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
無

い
ま
ま
、
あ
る
日
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
塩
、
脂
肪
等
の
過
剰
摂
取

な
ど
の
不
適
切
な
食
生
活
や
喫
煙
、
過
度
の
飲

酒
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
不
健
康
な

生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
川
を
下
り
始
め
、
最
後
に
は

生
活
習
慣
病
の
滝
を
転
げ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　
▼
個
別
の
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
か

ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
解
消
へ

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
20
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
個
別
の
病
気

の
早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違

い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!!

　
　

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
だ

け
で
、
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者
に
は
特
定
保
健
指
導

　

健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を

「
動
機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
勧
奨
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

及
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
は
、
受
診
勧

奨
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
発
症

直
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
勧
奨
を
受
け

た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
必
ず
病
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▼「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
人
ほ
ど
気
を

付
け
て
!!

　

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。　

　

数
値
は
、
各
年
の
数
値
を
比
較
し
て
み
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、
以

前
よ
り
数
値
が
上
が
っ
た
と
い
う
人
は
、
危
険

信
号
が
灯
り
始
め
て
い
ま
す
！

　

保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や
保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　
　
　
　

使
い
続
け
る
た
め
に

　

医
療
費
の
増
加
は
、
皆
さ
ん
の
家
計
だ
け
で

な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
よ
り
良
い
生
活
習
慣
が
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
に
繫
が
り
、
増
え
続
け
る
医

療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５-

３
１
１
４

健
診
結
果
を
生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

大口洋子
保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

本とわたし
−大島麻美さんから

豪田トモ　PHP研究所

こ
の
本
と
の
出
合
い
は
、
今
か
ら
二
年

前
、
第
二
子
を
妊
娠
中
に
あ
る
サ
イ
ト
で

知
り
、
い
ず
れ
購
入
す
る
つ
も
り
で
い
ま

し
た
。
結
局
購
入
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
ペ
ン
リ
レ
ー
を
き
っ
か
け

に
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
映
画
が
先
に
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
妊
娠
・
出
産
を
テ
ー
マ
に
映
画
監

督
の
豪
田
ト
モ
が
、
四
組
の
家
族
を
取
材

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。『
子

供
は
親
を
選
ん
で
う
ま
れ
て
く
る
』
と
い

う
子
供
達
の
胎
内
記
憶
を
モ
チ
ー
フ
に
、

親
と
の
関
係
に
悩
み
な
が
ら
新
し
い
命
を

う
み
だ
す
夫
婦
、
出
産
予
定
日
に
わ
が
子

を
亡
く
し
た
夫
婦
、
の
ぞ
ん
で
い
た
も
の

の
子
供
を
授
か
れ
な
か
っ
た
夫
婦
な
ど
な

ど
、
様
々
な
か
た
ち
で
命
と
向
き
合
う
家

族
の
物
語
で
す
。
映
像
で
は
表
現
し
き
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
こ
の
本
に
ま
と
め
、
い

の
ち
の
偉
大
さ
、
自
分
が
う
ま
れ
て
き
た

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
家
族
の
絆
を
感
じ

ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
と
の
願
い
を
込
め
て

出
版
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
本
に
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

妊
娠
す
る
・
出
産
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
た
り
前
に
出
来
る
事
で
は
な
い
の
で
す
。

い
く
つ
も
の
奇
跡
や
偶
然
が
重
な
っ
て
う

ま
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
私
は
、
日
々

の
育
児
に
追
わ
れ
、
そ
の
奇
跡
を
感
じ
る

事
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
今

こ
こ
に
あ
る
命
（
奇
跡
）
が
当
た
り
前
の

事
と
し
て
思
っ
て
い
た
自
分
が
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
子
供
に
対
し
て
感
情
的

に
怒
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ
た

り
…
。
し
か
し
、
こ
の
本
を
読
み
、
妊
娠

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
時
の
事
、
初
め
て

胎
動
を
感
じ
た
時
の
事
、
出
産
の
感
動
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
今
あ
る
こ
の
命
は
、

当
た
り
前
で
は
な
い
、
奇
跡
の
命
な
ん
だ

か
ら
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
な
〜

と
、
再
確
認
出
来
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今
あ
る
自
分
の

命
も
で
す
。

最
後
に
、
著
者
の
豪
田
ト
モ
さ
ん
は
、

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
で
、

『
助
産
師
』
と
い
う
職
業
す
ら
知
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
私
が
こ
の
本
を
読
み
終

え
て
の
一
番
の
感
想
は
、〝
ぜ
ひ
男
性
に

読
ん
で
欲
し
い
！
〟
で
す
。
特
に
、
こ
れ

か
ら
お
父
さ
ん
に
な
る
方
に
オ
ス
ス
メ
で

す
。
も
っ
と
も
っ
と
、
産
ま
れ
て
く
る
命

や
奥
さ
ん
を
大
切
に
し
た
い
と
思
え
る
は

ず
で
す
。

次
回
の
ペ
ン
リ
レ
ー
は
、
高
校
時
代
か

ら
の
友
人
の
小
山
有
美
さ
ん
で
す
。

｢うまれる～かけがえのないあなたへ～｣
紹介する本

藤
ふじ

木
き

光
み き

希さん（美雪町）

弥生 ―Ma r c h―

渡辺れい／著　新潟日報事業社　1,400円（税別）

「最後の決断 戊辰戦争―越後四藩の苦悩」

　高田、長岡、新発田、村上―。新政府につくか、それとも
列藩同盟か―歴史ノンフィクション。

立
冬
も
過
ぎ
、
冬
本
番
へ
突
入
で
す
。

町
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
冬
支
度
で

大
忙
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
雪
深
い
土

地
な
ら
で
は
の
風
物
詩
、
そ
の
作
業
に
い

そ
し
む
人
々
の
姿
に
、
日
々
日
常
へ
の
敬

意
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
11
日
㈰
に
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
歴
史
家
で
あ
り
、
前
県
立
図
書

館
長
の
安
藤
哲
也
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
演
題
は

「
米
百
俵
・
小
林
虎
三
郎
の
明
治
維
新
」。

　

こ
の
講
演
会
で
は
、
虎
三
郎
の
逸
話
が

現
代
に
な
お
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
時
代

背
景
、
つ
ま
り
そ
の
前
後
に
ど
ん
な
出
来

事
が
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
そ
こ
を
前
提
に
、
大
局
的
観
点
か
ら

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
な
か
で
、
い
く
つ
も
の
興
味
深

い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
の
一
つ
、「
地
方
分
権
」、
今
月
の
一
冊

は
こ
の
「
地
方
分
権
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
と
、
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
講
演
会
当
日
11
日
の

新
潟
日
報
朝
刊
「
に
い
が
た
の
一
冊
」
欄

で
、
講
師
の
安
藤
さ
ん
が
書
評
を
手
掛
け

た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

　

も
と
も
と
新
潟
県
は
、
い
く
も
の
小
さ

な
藩
な
ど
で
長
ら
く
存
在
し
て
き
て
い
て
、

こ
れ
は
講
師
曰
く
、「
特
異
な
分
権
型
地

域
」
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
今

日
に
お
い
て
も
根
強
く
県
内
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
、

と
い
う
話
か
ら
も
非
常
に
興
味
深
く
読
め

る
一
冊
で
す
。

　
　

さ
て
、
今
月
そ
の
他
に
ご
紹
介
す
る
本

は
、
11
日
の
講
演
内
容
と
関
連
が
な
い
よ

う
に
見
え
て
実
は
、
意
外
な
つ
な
が
り
が

あ
る
作
家
た
ち
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
星
新
一
さ
ん
。
実
は
、
虎
三

郎
の
甥
（
妹
の
子
）
小
金
井
良
精
の
孫
に

あ
た
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
星
新
一
氏
の
作
品
、移
動
図
書
室

で
子
ど
も
た
ち（
特
に
高
学
年
男
子
）に
人

気
の
シ
リ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
星
新
一
ち
ょ
っ
と
長
め
の
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
　
そ
し
て
、
だ
れ
も
…
」

「
星
新
一
Ｙ
Ａ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
あ
る
ス

パ
イ
の
物
語
」
い
ず
れ
も
理
論
社
か
ら
。

　

そ
し
て
、
虎
三
郎
の
甥
、
小
金
井
良
精

の
妻
が
、
あ
の
有
名
な
森
鷗
外
の
妹
、
喜

美
子
。
森
鷗
外
が
こ
こ
で
意
外
な
つ
な
が

り
（
直
接
的
で
は
な
い
で
す
が
）
で
出
て

き
ま
す
。
も
う
一
人
ご
紹
介
す
る
作
家

は
、
図
書
室
で
も
人
気
の
お
一
人
、
群
よ

う
こ
さ
ん
で
す
。
ど
う
い
う
つ
な
が
り
で

な
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
群
よ
う
こ
さ
ん

は
、
森
鷗
外
の
娘
「
森
茉
莉
」
が
憧
れ
の

人
な
の
だ
そ
う
で
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
た

エ
ッ
セ
イ
と
丸
々
一
冊
を
森
茉
莉
に
つ
い

て
語
っ
た
人
物
評
伝
も
出
し
て
い
ま
す
。

「
本
取
り
虫
」
筑
摩
書
房

「
贅
沢
貧
乏
の
マ
リ
ア
」
角
川
書
店

　

ご
紹
介
し
た
本
は
図
書
室
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

短 歌

俳 句

砂
丘

正
し
い
と
信
じ
て
わ
れ
の
為
し
来
た
る

　
　
こ
と
は
正
し
く
な
い
か
も
し
れ
ず	

貝
澤
　
圭
子

稲
刈
り
の
終
り
し
あ
と
を
広
広
と

　
　
枯
色
の
田
の
続
く
寂
し
さ	

関
谷
　
郁
子

温
泉
に
母
の
背
中
を
流
し
や
る

　
　
丸
く
小
さ
き
八
十
九
歳	

恩
田
　
久
美
子

田
に
映
る
雲
流
れ
る
を
楽
し
み
て

　
　
水
を
引
き
つ
つ
畦
道
歩
く	

丸
山
　
直
子

新
し
き
ぶ
な
の
双
葉
の
あ
ち
こ
ち
に

　
　
芽
生
え
お
り
ぬ
を
嬉
し
く
み
つ
む	

小
野
寺
　
恒
代

分ぶ
ん
け
つ蘖
の
青
田
の
果
て
に
明
ら
か
に

　
　
わ
が
集
落
は
弧
を
描
き
を
り	

樋
口
　
康
子

金
メ
ダ
ル
内
村
航
平
の
着
地
に
は

　
　
思
は
ず
拍
手
強
く
打
ち
た
り
（
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）	

内
山
　
キ
ク

山
菜
の
苦
味
を
灰あ

く汁
と
言
ふ
人
と

　
　
旨う

ま

味み

と
い
ふ
人
並
び
茶
を
飲
む	

麻
績
　
初
恵

な
つ
か
し
き
人
等
に
逢
ふ
も
悲
し
か
り

　
　
杖
つ
き
て
歩
む
現う

つ

つ実
の
わ
れ
は	

滝
沢
　
勝
枝

着
る
機
会
な
か
り
し
夏
服
ハ
ン
ガ
ー
に

　
　
吊
さ
れ
し
ま
ま
又
冬
が
来
る	

風
巻
　
京
子

君
の
訃
を
聞
き
し
夕
暮
れ
厨
辺
に

　
　
声
な
く
う
た
ふ「
オ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
」	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

稲
妻
の
光
の
中
の
早
苗
田
は

　
　
異
界
の
如
き
翳か

げ

ち
り
ば
め
ぬ	

鈴
木
　
綾
子

ひ
と
つ
こ
と
究
む
る
日
日
を
語
り
つ
つ

　
　
君
の
言
葉
に
よ
ろ
こ
び
の
あ
り
（
秋
葉
實
氏
）	

萩
原
　
光
之

（
十
月
分
）

独
活
の
葉
の
茂
み
の
中
に
子
を
育
つ

　
　
小
鳥
ゐ
る
ら
し
昏
婚
賑
は
ふ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

長
生
学
園

朝
日
受
け
夕
日
を
反
す
山
並
み
と

　
　
空
行
く
雲
は
秋
を
知
ら
せ
る	

板
場
　
寛

ナ
イ
ロ
ン
の
肥
料
袋
を
尻
に
敷
き

　
　
こ
ま
か
く
生
え
し
草
抜
く
日
暮
れ	

滝
沢
　
義
正

台
風
の
直
撃
予
報
に
怯
え
つ
つ

　
　
家
の
回
り
の
点
検
忙
し	

柳
沢
　
チ
ヨ

御
苦
労
さ
ま
さ
ん
ざ
ん
回
し
た
扇
風
機

　
　
埃
落
し
て
来
年
も
よ
ろ
し
く	

富
沢
　
キ
ミ

雨
台
風
十
七
号
に
十
五
夜
の

　
　
月
を
諦
め
大
福
を
食
ふ	

島
田
　
眞
之

個
人

茅
葺
の
屋
根
立
ち
並
ぶ
縄
文
の

　
　
村
を
尋
ね
き
御
神
体
あ
り	

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

月つ
き

の
田た

や
刈か

り
か
ぶ株
ひ
と
つ
づ
つ
に
影か

げ	

房
良

戻も
ど

る
も
の
な
き
一い

ち
れ
つ列
の
蟻あ

り

の
道み

ち	

酔
花

か
な
か
な
や
夕ゆ

ふ

餉げ

を
知し

ら
す
妻つ

ま

の
声こ

ゑ	

渡
舟

か
ら
縁え

ん

に
わ
づ
か
な
温ぬ

く

み
遠と

ほ

花は
な

火び	

し
げ
る

戸と

隠
が
く
し

は
雲く

も

に
隠か

く

れ
て
蕎そ

ば麦
の
花は

な	

芳
司

病わ
く
ら
ば葉
を
掃は

き
寄よ

す
土つ

ち

の
乾か

わ

き
き
り	

れ
い
子

七し
ち

回か
い

忌き

終を

へ
し
日ひ

よ
り
の
秋あ

き
ふ
か深
む	

兎
月

遊あ
そ

ぼ
う
よ
わ
れ
と
犬い

ぬ

呼よ

ぶ
秋あ

き

の
山や

ま	

冬
詩
子

鬼ほ
ほ
づ
き灯
の
紅あ

か

い
実み

と
な
る
白し

ろ

い
花は

な	

貞

先さ
き

駆が

け
て
マ
ネ
キ
ン
の
着き

る
秋あ

き

モ
ー
ド	

妙

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も つ き

月−



いきいき
大好き
津南町
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会
社
の
健
康
管
理
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

働
き
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「
み
さ

と
苑
」
様
で
の
職
場
（
職
域
）
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
す
。

　

当
施
設
は
、
自
ら
が
受
け
た
い
と
思
う
医
療

と
福
祉
の
創
造
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
平
成
６

年
よ
り
小
下
里
地
域
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。
み
さ
と

苑
に
は
約
１
５
０
名
の
職
員
が
在
籍
し
て
お

り
、
お
客
様
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

み
さ
と
苑
で
は
、
毎
朝
８
時
50
分
に
な
る
と

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
す
。
職
員
の
健
康
維
持

は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
様
も
い
っ
し
ょ
に
ラ
ジ
オ

体
操
へ
参
加
い
た
だ
き
（
自
由
参
加
で
す
）、

お
客
様
の
運
動
不
足
解
消
に
も
お
役
に
立
て
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
現
場
の

職
員
に
多
い
症
状
と
し
て
〝
腰
痛
〟
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
予
防
対
策
と
し
て
、今
年
の
春
か
ら
、

毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
っ
た
後
、
理
学
療

法
士
の
指
導
の
も
と
、
手
軽
に
で
き
る
腰
痛
予

防
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
腰
痛
に

関
す
る
仕
事
中
の
怪
我
は
０
件
と
一
定
の
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
12
月
に
定
期
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
よ
り
詳
細
な
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い

ま
す
。
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
様
が
実
施

し
て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
を
全
職
員
へ
案
内
し
、

大
勢
の
職
員
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
の
体
調
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
た
め
か
、
職
員
自
身
の
健
康
管
理
へ
の

意
識
も
お
お
む
ね
高
く
、
健
康
診
断
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
や
病
気
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
勤
務
を
行
う

職
員
は
、
特
定
業
務
従
事
者
の
健
康
診
断
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
健
康
増
進
へ
の
意
識
を
高
め
る
た

め
、毎
月
１
回
開
催
す
る
職
員
会
議
に
お
い
て
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
（
今
年
９
月
に
は
津

南
町
役
場
福
祉
保
健
課
様
の
ご
紹
介
で
「
う
つ

傾
向
、
適
応
障
害
っ
て
な
に
？
」
と
題
し
、
国

際
こ
ど
も
・
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
校
長
の
酒
井
昭
平

先
生
よ
り
、
み
さ
と
苑
に
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。）
を
開
催
し
た
り
、
産
業
医
の
佐
々

木
施
設
長
よ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

講
義
や
、
熱
中
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
勉
強

会
を
行
い
、
職
場
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
さ
と
苑
の
健
康
管
理

①
毎
日
の
健
康
管
理

②
健
康
診
断

③
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
等

↑ラジオ体操の様子

↑職員会議での講演会

↑腰痛予防体操の様子

善
因
善
果
の
地
蔵
菩
薩

「
仏
教
で
は
霊
魂
は
不
滅
で
あ
る
と
説
き
ま

す
。
葬
儀
か
ら
始
ま
っ
て
、
法
事
や
お
盆
や
春

秋
の
彼
岸
行
事
な
ど
丁
寧
に
行
う
の
は
、
霊
魂

の
不
滅
を
信
ず
れ
ば
こ
そ
の
行
事
で
あ
り
、
菩

提
寺
様
の
教
え
の
有
り
難
さ
を
示
す
も
の
で
あ

る
」
と
、
古
老
の
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
別
の
古
老
か
ら
は
、「
霊
魂
は
一
度
、

六
道
に
生
を
受
け
る
と
六り
く
ど
う道

（
六
界
と
も
い
う
）

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
再
度
人
間
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
苦
悩
に
満
ち
た
人

間
界
で
苦
し
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
世

で
良
い
こ
と
を
重
ね
れ
ば
、
次
の
世
で
は
苦
悩

の
少
な
い
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

悪
い
こ
と
を
重
ね
て
行
え
ば
、
更
に
苦
悩
に
満

ち
た
地
獄
界
、
餓
鬼
界
、
畜
生
界
、
修
羅
界
の

い
ず
れ
か
へ
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
祖

父
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

人
間
界
に
生
を
受
け
た
者
が
死
亡
す
る
と
亡

者
と
な
り
ま
す
。
亡
者
は
次
に
生
き
る
べ
き

世
が
決
ま
る
ま
で
冥
界
（
地
獄
界
と
も
）
で

さ
迷
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
冥
界
に
は
、
三
途
の
川
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
と
り
に
居
て
亡
者
の
着
物
を
奪

い
取
り
、
樹
上
に
い
る
懸け
ん

衣え

翁お
う

に
渡
す
鬼
婆

が
い
ま
す
。
そ
の
鬼
婆
を
脱だ
つ

衣え

ば婆
と
い
い
ま

す
。
懸
衣
翁
は
、
受
け
取
っ
た
亡
者
の
着
物

を
衣
領
樹
の
枝
に
掛
け
て
重
さ
を
計
り
ま
す
。

衣
領
樹
の
枝
は
着
物
の
重
さ
で
上
下
し
て
、
亡

者
が
生
前
に
犯
し
た
罪
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
人
頭
杖
の
上
に
載
っ
て
い
る
人
頭
が
、

口
か
ら
火
を
吐
け
ば
罪
は
重
く
、
蓮
華
が
生
ま

れ
れ
ば
罪
は
軽
い
と
い
い
ま
す
。
淨じ
ょ
う

玻は

り璃
の
鏡

に
映
し
だ
さ
れ
た
形
相
に
よ
っ
て
生
前
の
罪
の

軽
重
を
判
断
し
た
り
、
業ご
う

の
秤
で
も
生
前
の
罪

の
軽
重
を
判
断
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
亡
者
は
十
王
そ
れ
ぞ
れ
に

よ
っ
て
、
生
前
の
善
悪
の
行
い
の
裁
き
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
裁
判
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
次
の
六
界
の
ど
こ
か
で
生
ま
れ
、

暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
冥
界
で
亡
者
の
生
前
の
裁

き
を
下
す
の
が
、
恐
ろ
し
い
形
相
の
十
王
で
す
。

そ
の
中
で
も
閻
魔
大
王
が
一
番
恐
ろ
し
い
存
在

と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
閻
魔
大
王
の
姿
が
地
蔵
菩
薩
の
仮
の
姿

で
あ
る
と
説
く
経
典
が
あ
り
ま
す
。

津南町　所平

奪衣婆

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
熱
意
」

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
町
の
「
元
気
づ
く
り
と
幸

せ
づ
く
り
」
を
目
指
し
「
あ
く
し
ゅ
・

あ
い
さ
つ
・
あ
り
が
と
う
」
を
た
い
せ
つ
に
し

た
活
動
を
現
在
展
開
し
て
い
ま
す
。

で
い
こ
う

で
い
こ
う

「
熱
意
」
を
持
っ
た
人
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
い
の
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を

　
　
　

目
指
し
て
い
ま
す

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
熱
い
！

　

Ｔタ

ッ

プ
ａ
ｐ
は
平
成
23
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
を
受
け
、
現
在
は
設
立

の
準
備
段
階
で
す
。
昨
年
度
か
ら
毎
月
１
回
20

名
程
度
の
委
員
が
集
ま
り
、
津
南
町
の
い
い
と

こ
ろ
探
し
や
自
然
、
文
化
な
ど
の
活
用
方
法
の

話
合
い
を
重
ね

て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
の
世
代

や
分
野
も
幅
広

く
、
熱
意
を

持
っ
た
人
た
ち

の
集
い
の
場
と

し
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

準
備
期
間
中
の
Ｔ
ａ
ｐ
で
す
が
、平
成
25
年

２
月
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て
活
動
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
申
請

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
継
続
開
催
し
て
い
る
中
高
年
を

中
心
と
し
た
卓
球
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
も
楽
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。始
め
た
人
が
友
達
を
連
れ

て
く
る
な
ど
楽
し
む
仲
間
が
増
え
、い
っ
し
ょ
に

運
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
人
と
人
と
の「
つ
な

が
り
」が
で
き
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
毎
週
月
曜
日
の
昼
と
夜
、

卓
球
は
月
曜
日
の
夜
と
水
曜
日
の
昼
に
開
催
し

て
い
ま
す
。今
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
熱
い
で

す
よ
！

　

皆
さ
ん
も
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

　

み
さ
と
苑
に
隣
接
す
る
施
設
と
し
て
、
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ

ま
わ
り
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
リ
バ
ー
サ
イ
ド
み
さ
と
、

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
が
あ
り
、
健
康
診
断
や
健
康

増
進
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

う
際
は
、
隣
接
す
る
施
設
の
職
員
も
い
っ
し
ょ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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戸 籍 の 窓

丸山大
たい

璃
り

（割野） 裕司さん
 明日香さん

石沢歩
あゆむ

（鹿渡新田） 拓さん
 麻由さん

吉野瑠
る か

華（十二ノ木） 裕章さん
 幸恵さん

小林文
ぶん

悟
ご

（割野） 学文さん
 真理子さん

河田隼
しゅん

弥
や

（正面住宅団地） 良幸さん
 希さん

石田彩
あや

姫
め

（反里） 政臣さん
 陽子さん

桑原松平さん	 （84歳・秋成）

桑原フジさん	 （96歳・船山）

小野塚定雄さん	 （82歳・辰ノ口）

井ノ川幸久さん	 （75歳・赤沢）

太田政次さん	 （92歳・上加用）

髙橋榮四郎さん	 （90歳・押付）

藤ノ木ケンさん	 （95歳・太田新田）

小林サトさん	 （101歳・陣場下）

福𠩤ハルさん （80歳・外丸）

貝沢ハナさん	 （81歳・鹿渡）

上村勉さん	 （80歳・今井）

石澤誠さん	 （79歳・中子）

山田テルさん	 （81歳・正面）

富井正子さん	 （70歳・十二ノ木）

風巻文友さん	 （97歳・大割野）

安部今朝治さん	 （80歳・恵福園）

滝沢ユキエさん	 （83歳・谷内）

小林みかさん	 （94歳・羽倉）

福原洋介さん　（外丸）
清水美香さん　（十日町市）｝

■人口10,769（−22）　男5,240（−7）　女5,529（−15）

■世帯数3,647（−2）　■転入／ 12　■転出／ 16　■出生／ 4　■死亡／ 22　■婚姻／ 111月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

○「なじょもんクリスマス展2012」　
　12月1日㈯～24日㈷
　今年もやってきました!!『あなたが考えたクリスマスツリー』

と題して、公募した素晴らしいツリーの数々を展示します。

　昨年同様、お客様の投票により優秀作品を決定する仕組み

になっております。素敵な作品群をご覧いただいた後は、ぜ

ひ投票にご参加ください。

☆クリスマス展関連イベント
　12 月 16 日㈰の体験実習「米粉で作る

X'mas ケーキ」の後に、「絵本の読み聞か

せ（15：30 〜 15：50・無料）」を行います。

　どうぞ皆様ご参加ください♪ ( ご予約

されるのをおすすめします。)

○津南學講座2012－秋－
　　文化の秋です。郷土の津南についてさまざまなテーマでの講演があります。

　12 月 8 日㈯　13：30 〜 15：00

　　「妻有地方の縄文中期」　講師：高橋保先生

　12 月 9 日㈰　13：30 〜 15：00

　　「古墳時代の魚沼」　講師：安立聡先生

　12 月 15 日㈯　13：30 〜 15：00

　　「良寛時代の文物文人・亀田鵬斎のつなんとの関係」講師：岡村浩先生
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
日
本
一
長
く
、
日
本
一
短
い
花

火
大
会「
河
岸
段
丘
花
火
」。
全
長
９
㎞
に
も
わ

た
る
一
瞬
の
花
火
大
会
は
、
見
る
角
度
で
別
々

の
表
情
を
魅
せ
ま
す
。（
関
連
記
事

：

特
集
）

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります12月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 13:30〜15:30 トチあんぼⅢ 800 低学年から

2日㈰ 13:30〜15:30 クリスマスシュトーレン作り（雑穀粉入り） 1,000 中学年から

8日㈯ 13:30〜15:30 和紙で作る年賀状 800 低学年から

9日㈰ 10:00〜15:30 注連縄（シメナワ）作り 500 中学年から

15日㈯ 13:30〜15:30 ツルと木の実のリース 800 低学年から

16日㈰ 13:30〜15:30 米粉で作るＸ’ｍａｓケーキ 800 低学年から

22日㈯ 13:30〜15:30 和紙のあかり 1,000 中学年から

23日㈰ 13:30〜15:30 ローソクのランタン 1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

～米粉で作る X’mas ケーキ～
　米粉を使用したケーキ生地。なんと炊飯器を
使ってできちゃいます。今年のクリスマスケー
キは自分で作ってみませんか？

みなさまそれぞれが本当に素晴らしい作品です。

紹介者　樋口久子（反里口）

　あつい暑い夏が過ぎ、もう雪の季節になりました。
早いものですね。
　今回は秋のおいしいとこ取りの里芋を使った一品を
ご紹介いたします。
　圧力鍋を使ってみました…簡単で～す (^^)/ お試しく
ださい。

「里芋と牛肉のごろごろ煮」　
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

＜材料＞（4〜5人前）

里芋（大） ………………7 ～ 8 個

牛バラ肉薄切り …………300g

むすび白滝 ………………200g

砂糖 ……………………… 大さじ 3 杯と 1/2

酒 ………………………… 大さじ 3 杯と 1/2

しょう油 ………………… 大さじ 6 杯

水 ………………………… 計量カップ 2 杯と 1/2

七味唐辛子 ……………… 適量（お好みで）

＜作り方＞

①里芋は皮をむき、大きなまま使う。

②白滝はゆでてあくを抜く。

③牛バラは食べやすく切る。

④圧力鍋に材料と調味料を全部入れ強火にかける。煮立ったらア

クを取る。

⑤ふたをして強火にかけ、圧力がかかったら弱火にし、2 分加圧

し火を止める。

⑥圧力が完全に下がったらふたを取り、強火で 20 分位煮て水分

をとばす。

⑦器に盛り、お好みで七味唐辛子をかけて、いただきます !(^^)!

★そのまま1時間ほど置くと、味がしみてなおさらおいしくなりますよ。

私
た
ち
相
談
員
会
議
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

勇
気
を
出
し
て
、一
歩
踏
み
出
し
て
参
加
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
結
婚
へ
の
ス
タ
ー
ト
♬
」始
め
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時　

11
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時
30
分
頃
ま
で

開
催
場
所　

人
来
夢（
ジ
ン
ラ
イ
ム
）（
大
割
野
）

参
加
対
象
年
齢　

男
女
と
も
に
25
歳
～
40
歳
ま

で（
未
婚
の
男
女
に
限
り
ま
す
）

定
員　

男
性
20
人
・
女
性
20
人

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　

お
一
人
２
，０
０
０
円

申
込
締
切　

11
月
28
日
㈬
の
午
後
５
時
ま
で

申
込
先

　

結
婚
相
談
員
会
議
事
務
局（
地
域
振
興
課
内
）

　

☎
７
６
５-

５
４
５
４（
直
通
）

結婚相談員から

を込めて
愛

　

ま
た
は
、お
近
く
の
結
婚
相
談
員
さ
ん
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
、参
加
申
し
込
み
さ
れ
た
男
性
の
皆

さ
ん
に
、お
願
い
で
す
。

　

11
月
26
日
㈪
の
夜
７
時
30
分
～
９
時
ま
で
、

女
性
と
の
お
付
き
合
い
に
向
け
た「
ア
ド
バ
イ

ス
講
座
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
方
は
、

こ
の
講
座
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

講
師
は
、実
際
に
出
逢
い
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
運
営
開

催
し
て
い
る
プ
ロ
の
方
々
で
す
。

☆
雑
誌
で
は
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
こ
と
で
も
、

実
際
の
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
で
は
大
違
い

で
す
。こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
♥

☆
今
後
の
予
定
は
…
３
月
24
日
㈰
午
後
に
、「
ク

ッ
キ
ン
グ
デ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す
。お
料
理

し
な
が
ら
、知
り
合
い
に
な
り
ま
し
ょ
う
～

♬
♬

☆
12
月
20
日
号
の
広
報
つ
な
ん
は
、「
結
婚
相
談

員
及
び
津
南
の
結
婚
事
情（
仮
題
）」の
特
集

で
す
。

　

こ
ち
ら
も
、ど
う
ぞ
、お
楽
し
み
に
♥

結
婚
相
談
員
会
議
主
催

「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
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